
OA,mの進展,電気通信事業法に基づく第1

種,第2種電気通信事業者の誕生など,高度情報社

会,ネットワーク社会への移行とともに,コンピュータ技

術と通信技術の融合がますます重要な課題となってき

た｡日立製作所も,このようなニーズに対応して,次々

に新システム,新製品を開発しで情報通信システムの

高度化に貢献している｡

コンピュータ関係では,証券業,金融業などの情

報ネットワークシステムをはじめとする各種ネットワークシ

ステムを開発したほか,世界最高水準の汎用超大形

コンピュータHITACM680H/682Hを開発し,,85

年秋から出荷を開始した｡スーパーコンピュータにつ

いても新たに普及形のS810/5を発表してラインアッ

プの充実を図った｡更に,中小形コンピュータの面で

もM220Ⅹシリーズ,L400Ⅹシリーズなどを開発して分

散処理のニーズにこたえている｡また,制御用コンピュ

ータの分野ではHIDICV90/モデル5の上位機とな

るHIDICV90/モデル25を開発した｡32ビットマイク

ロコンピュータを搭載して高速処理を実現したもの

で,今後,産業界の主流になるものと見られる分散形

制御システムの中核となるものである｡

そのほか,周辺装置,ソフトウェアの面でも数々の

新製品,新技術を開発してシステムの高度化,多様

化に対応している｡プログラム開発の生産性を大きく

高めたVOS3新対話システム,EAGLE2などがその

一例である｡更に,アプリケーションシステムの新しい

方向を示すものとしては知識工学応用のエキスパー

トシステムがある｡すでに知敵工学については,電力,

鉄鋼,mなどへの応用が進み,実用化の段階を迎

えているが,ビジネス分野への通用についても活発な

研究を行なっており,その具体化が期待されている｡ま

た,本格的システムOAに対応するものとして,クリエー

ティブワークステーション2050,パーソナルワークステ

ーション2020を開発し,各方面から注目を集めた｡

通信関係では,D70,D60ディジタル交換機,D51

パケット交換機,ディジタル光加入者線装置などを日

本電信電話株式会社へ納入し,INS(日本電信電

話株式会社の続合ディジタル通信サービス)の構築

に貢献した｡各種ディジタルPBX,HIPANETなど

の交換機,マルチメディア多重化装置,光端局装置

などの伝送装置,HIMAIL,音声応答装置などの通

信処理装置,電話機,ファクシミリなどの端末装置や,

ディジタル網対応の総合システムである日立企業情

報ネットワークPLANETは,各方面での新しいネット

ワークの構築に貢献している｡このほか,情報通信の

面では,衛星通信,POS,自動車電話などについても

活発な新システム,新技術の開発が行なわれている｡

OA機器については,機器単体の使いやすさの追

求とともに,一段とシステムOAのコンポーネントとしての

性格が強まってきた｡ビジネスパーソナルコンピュー

タB16/MXは,こうしたニーズにこたえたもので,ネッ

トワーク用の通信機能とOA業務機能の同時処理を

可能にしており,ネットワークにj阻み込んだ場合でも,

OA業務を中断することなく,システムの運用に当たるこ

とができる｡また,オフィスコンピュータについてもL70/

50/30の新シリーズを開発し,システムOAへの対応

を強めている｡そして,ワードプロセッサについても多機

能ワードプロセッサ｢ワードパル800+を開発し,事務

処理機能の強化を図った｡ファクシミリでは,高速機

が∵般化するとともに,ワンタッチタγヤルのような自動

化が進展している｡ISDNに対応するG4機の実用化

も,そう遠いことではないであろう｡

更に,家庭電子機器,家庭電化機器,照明機器,

住宅設備機器などの民生機器についても,生活の質

の向上に役立つ数多くの機器を開発して,日立製作

所への信頼を高めている｡決して本文記載の数機種

だけにとどまるものでないことをお断りしておきたい｡
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証券業界における情報ネットワークシステム

東京証券取引所システムを中′いこ,金融再編成といった

激動期にある証券業界の情報サービス拡充の現状と,その

将来の展望について述べる｡

証券業界では,令融市場の拡人に対応するため,証券

流通市場の高度化と情報サービスの拡充が急務になって

いる｡

ニューヨーク取引所に次いで世界第2佗の証券市場で

ある東京証券取引所が新市場館の開場に併せて,株式市

場第一部,第二部約1,300銘柄を対象とした売買機械化シ

ステム,及び全凶7取引所の約3,000銘柄を対象とした相

場報道システムを開発した(昭和60年5月稼動)のも,そ

うした情勢に対応するものである｡売買機械化システム

は,各証券会社に注文入ノJ端末を置く件界初の売買取引

システムで,売買の迅速化に人きく貢献している｡

また相場報道システムは,全国7取引所の相場情報を

伝達するシステムで,全国約2,000箇所,3,000子音の端末

を接続している株佃通報凹線網ヘリアル情報を提供する

ほか,新聞通信社の各システム,抹式会社市況情報セン

タへも情報を提供している｡

更に,株式会社市況情報センタのシステムは,端末約

1万台を介して国内,海外に市況情報を提供するもので,

相場報道システムの情報拡充に併せて,昭和60年10月新

Ⅴ-Ⅰシステムを開発した｡

｢壷有畜享茄芯1
_-.__▲__ト･-

1

1

1

1

野村還券株式会社

H汀AC M-280HX13

M-280DXI

M-200HX4他

野村護券
ネットワーク

端末10,000台

三洋証券株式会社

H】TAC M280×3

他

三洋証券
ネットワーク

端末700台

l

l
l

■

l

l l

l

l
+ ___.__

托正斉膚面責;下ち二甘

これらの東京証券取引所システム,及び株式会社心況

情報センタシステムで構築されたネットワークは,証券

業界の情報幹線をなすもので,その規模は,ホストコン

ピュータ26≠i,端末1ノJ5,000台に達している｡

一方,上述の証券情報ネットワークを取り巻く並券全

社システムも,野村讃券株式会社を筆頗に,証券総合サ

ービスシステム(第3次オンラインシステム)の実現へと

着実に前進している｡

野付讃券株式会社のオンラインシステムは,人規模な

異機種マルチホストによる分散処二哩を,七草糊ネットワー

クで実現したもので,接続される端末は約1ガ台を数

えている｡また,i毎外19拠点に対しては,24時間運川に

よるオンラインサービスを行なっている｡文字どおり時

代を先取りしたシステムといってよいであろう｡

以_卜のように,証券情報ネットワークに対する濃紺の

期待は極めて強い｡更にノJを強めて卜記内容の実現に努

めていきたい｡

(1)証券情報ネットワークのよりいっそうの拡充

国際取引,24時間取引の碁盤となる海外への情報サ

ービスの拡充

(2)証券情報ネットワークと各証券全社との緊綾子な結介

(a)投資情報サービス拡充のための各証券会社システ

ムとの直結

(b)売買のよりいっそうの迅速化を図るための売買機

才戒化システムと各証券会社システムとの直結

----------1トーーーーーーーーーー+---一一丁ニ=二｢.｢---

売買機械化

システムネットワーク

端末2,000台

直 結
ネットワーク

株価通報

回線網
端末3,000台

市況情報センタ

ネットワーク
端末10.000台

注:太線は将来計画を示す｡

証券情報ネットワーク

相場報道

システムネットワーク

端対,000台

(売買機械化システム)

HITAC M-280HX2

(相場報道システム)

HけAC M-260HX2

(禁差意志センタシステム)
HけAC M-280HX4

M-260HXI

M-240DX2

他

株式新聞

新聞通信社

市場新聞 共同新聞

朝日新聞社毎日新聞社 読売新聞社
日本経済

新聞社
日本証券

新聞社
日刊投資
新聞社

札幌証券取引所

新潟証券取引所

名古屋証券取引所

大阪証券取引所
HlTAC

M-240DX2

京都証券取引所

広島証券取引所

福岡証券取引所

時事通信 日本短波
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日本国有鉄道納め 旅客販売総合システム｢マルス301+

日本国有鉄道で取り扱う乗車券類の全券種を発売可能

にした旅客販売総合システムである｡昭和60年3月l日か

ら稼動し,なお現在も機能拡充のための開発が進められて

いる｡

本システムは次のような特徴を備えている｡

(1)本システムには,ハイトラフィック処現,高信頼性,

高稼動率の確保が要求される｡このため中央システムを,

M形式末t

HN形端末(
T形端末

DT形端末

牡ム会テ行ス旅シ

マルス301システム構成

答応芦
田
1

吉葉 】
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】
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デ
ス

【
[
盟
ビ
シ

ツムジテ

銭
レ
ス

[
回
ク
シ 定子

軌+交
ム
ー

中央システム

+｢

MCC

SCC

CCS絹

PCC

SRS

DMS

SRS/DMS
予備

注:略語説明

CCS(通信制御サブシステム)

SRS(座席管理サブシステム)

DMS(データ管理サブシステム)
LC(集線装置)

CCP(通信制御処理装置)

CCM(通信制御装置)
TCE(端末制御装置)

CCS(通信制御サブシステム),SRS(座席管理サブシステ

ム),DMS(データ管理サブシステム)の3サブシステムで

構成し,各サブシステムは,重要ファイルの二重化によ

るファイル保護,システムコンソールの導入による障害

回復操作の簡易化HotStand-By機能による障害切替時

間の短縮化などを実現している｡

図にシステム構成を示す｡

(2)窓口で,乗車券類の高速,大量発売を要求されるシ

ステムなので,操作性を重視した専用端末装置を開発し

た｡マルス301用に開発されたM形端末は,現在日本国有

鉄道で取り扱っている全券種の発売が可能であり,今後

の主力端末となるものである｡

(3)中央システムの一部(CCS)については,乗車券発売

を目的とした24時間運転が可能である(当面は従来どおり

の発売が行なわれる)｡

(4)60年7月には国鉄ビデオテックスシステム,同8月

には国鉄クレジットシステムとの接続を終え,現在国鉄

データ交換システムとの接続(61年3月予定)を進めてい

る｡今後も引き続き機能拡大に向けた開発が行なわれる

予定である｡

日本航空株式会社納め ｢プライベートキャプテン+

従来から実施している日本航空株式会社のキャプテン

システムサービスと比較しながら,今回開発したプライベ

ートキャプテンシステムの特長を述べる｡

日本航空株式会社では,キャプテンの商用サービス開

始と同時にキャプテンサービス(直接型情報センタ)を実

施してきたが,

TG

GT

GT

加
入
電
話
網

構
内
電
話
網

今凹更に地域内(都内)及び社内向けサー

ビ
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プライベートキャプテン接続

ヤ琴琴㌍世
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情報センタ

240□

ミドル

ソフトウェ

業務処理
プログラム

百 虎

フナイル
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日本航空株式会社キャプテンシステムの構成

+AL FEP

墓王コンビュ【ク

+AJ C〔)M

予約システム

ビスの通信コスト低減を目的に,プライベートキャプテ

ンシステムを開発した｡従来のシステムがビデオテック

ス通信網を経由してGT(利用者端末)にサービスするのに

対し,加入電話網又は構内電話網経由でGTにサービスす

るのが本システムの大きな特徴である｡従来システムに

比べ,次のようにサービス性,経済性が向上している｡

(1)キャプテンプロトコルの採用によるサービスの向上

(a)利用者は,一般に普及しているGT端末からプライ

ベートキャプテンはもちろん,ビデオテックス通信網

経由のサービスも受けることができる｡

(b)従来からサービスしている画面データが,そのま

まプライベートキャプテンでもサービスできる｡

(2)地域内(都内)の利用者は,従来のサービスに比べ通

信料が30円/3分から10円/3分と安くなる｡

(3)社内向けサービスの場合,構内電話網を利用するこ

とにより通信料が不要になる｡

(4)ビデオテックス通信網の場合,サービス時間が限定

(午前6時～午前1時まで)されているが,プライベート

キャプテンの場合は時間に限定されず深夜の時間帯でも

サービスが可能となる｡
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ニューセールスシステム｢なるはど/ザ･クーポン+

｢なるほど./ザ･クーポン+は,スーパーマーケットに設

置された端末を消費者が操作することで,クーポン券(商

品割引券)を容易に入手できるシステムである.〔

米国で一般に普及しているクーポンシステムを,【_l本

で初めて本格的ビジネスとして取り込んだのが,フジサ

ンケイグループである｡従来,印刷メディアによるクー

ポンサービスを実施していたが,今【叶更に‖立製作所と

共同で,我が国初のコンピュータメディアを駆使した,

クーポン発券システム｢なるほど./ザ･クーポン+を開発

+ミ益少⊥

､一-ふ

マルち♪ん｢か､きつねノ
｢持のた由き+

?個で

20円引

!領で

20円引

丸粟屋ののqた王

すきやき.ネカつを

2ロ円弓

色プチ

′?一モンFピッカi-
2個で

湘隅l

森永乳農

クリープ

S&日ティナーカレ

レトルトタイプ

ビオグール

ーれ′-ンヨrグノFト
′

劫円引

エバラ

地内のクレr頚釦鳩+

20円引

｢なるほど.′ザ･クーポン+

専用端末機

クーポン券発売画面

商品名及び枚数表示

部分に直接触れる

し,事業の拡大,利用の向上を図ることになった｡現在,首

都圏をはじめ全国350店舗に専用端末が設置されている｡

本システムの構成は,ホストコンピュータ(HITAC

M-260K)と専用端末(PT-1/EX主体)を公衆阿線で紡

び,専用端末機の磁気ディスク装置内に,各店舗ごとの

クーポン情報を伝送･蓄積し,消費者の必要に応じて,

クーポン券を発行するものである｡主な特長は次のとお

りである｡

(1)操作の簡略化(不特定多数の人が操作)

タッチパネルとオートカット付きプリンタの採用によ

り画面に直接触れることで,希望するクーポン券が容易

に入手できる｡

(2)安全性の高い端末システム(店頭へ設置)

店頭は,人の出入り,商品の移動が激しいため,堅ろ

う･安全で,しかも美観を損なわない端末が要求される｡

本端末システムは,人間工学に基づいてこれらの要件を

検討･開発した専用きょう体に納められている｡

(3)端末は無人運転(運用者は非専任)

端末運用は,用紙の交換以外オペレータレスが必要条

件である｡このため,すべての運用(電源投入,発券業務,

データ集配信,電源断)を自動化し,無人運転を実現して

いる｡

不動産情報ネットワークシステム"HOME”

中小不動産業者の団体である宅地建物取引業協会向け

に,不動産業の近代化合理化を目的とした,協業化によ

る不動産情報ネットワークシステムを構築した｡

部

非コンピュータ会員

●支部へ出向き
物件登鼠検索

支 部

HOME端末

物件登錦
物件検索
パーソナル処理

HOME端末

物件登毒素

物件検索

パーソナル処‡里
統計情報

公衆回線

物件マスタ

成約マスタ
会員マスタ
なと

コンピュータ会員

HOME端末

物件登茎葉
物件検索
パーソナル処理

FAX

T

図面情報

不動産情報ネットワークシステムの概要

非コンピュータ会員

野
●本部へ郵送し芸事曇

重責
●電話による照会

コンピュータ会員

HOME端末

物件登毒責
物件検索
パーソナル処理

FAX

不動産業は,不動産という物件の仲介に先‾在って,物

件にまつわる情報を収集し提供する一種の情報産業であ

る｡一方,大手不軌産会社は多店舗化,オンライン化が

進んでおり,中小不動産業者の生き残り戦略として協業

化によるネットワークの構築が急務となっている｡

このような状況に対応して,社団法人神奈川県宅地建

物取引業協会は日立製作所と共同で,不動産情報ネット

ワークシステムを開発した｡本システムは,物件l青報の

登録･検索はもとより,成約に至るまでの不動産取引に

関する各種情報を即時に提供することが可能である｡ま

た,パーソナルコンピュータのソフトウェアを組み込む

ことで,不動産全社独自の事務処理にも活用できるもの

である｡

具体的には,協会本部に設置したHITAC M-240Dと県

下600の会員に設置された不動産専用端末(HOME端末:

PT-1/EXを不動産専用に改良)とを公衆回線で結ぶもの

で,中央のコンピュータに蓄積された物件情報を即時に

画面に表示し,必要な情報はその場でプリントアウトし

顧客に渡すことができる｡

今回開発したシステムは,現在,建設省で進められて

いるレインズ構想へ対応できるよう拡張予定である｡
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H汀AC M-68Xプロセッサグループ

M-68Xプロセッサグループは,最新のハードウエア技術

とアーキテクチャの拡張により,高い処理能力と信頼性を

実現し,大規模なシステム構成を可能にした｡.

端近,コンピュータシステムに対し,より高速で大容

量な処理能力が要求されている｡例えば,オンライント

ランザクション処理の急増,大規模データベースの拡人,

分散処理の拡人に伴う中央統括処坤の増大,あるいはグ

ラフィック処]埋,人t知能などの新しいアプリケーショ

ンの増大がこうしたニーズの背景となっている｡一方,

コンピュータシステムが社会の中枢としての地位を占め

るにつれて,そのシステム障害の影響はますます人きく

なっており,システムの高信頼性に対する要求は一段と

厳しいものになっている｡

HITAC M-68Ⅹプロセッサグループは,このような多

様なニーズにこたえるために開発したHITAC Mシリー

ズの最上位の新鋭機である｡M-680HとM-682Hから成

り,次のような特長がある｡

ニート記憶容量最大256Mバイト,入出力チャネル最大64

台,命令プロセッサ2台のダイアディックプロセッサに

よる人規模なシステム構成が叶能である｡このように大

『り

プげ卜川捌〆

HlTAC M-680H

■ 田 閑】 召糾】 国】

規模なシステムをサポートするために,次に説明するア

ーキテクチャの拡張を行なった｡まず,拡張アドレスに

より,最大2Gバイト(Gバイト=109バイト)の実記憶空間と

仮想記憶空間をサポートし,大規模なジョブの処理を可

能とした｡次に拡張チャネルシステムにより従来オペレ

ーティングシステムが行なっていた人出力処理の一部を,

入出力プロセッサが実行することにより,システムのス

ループットと入出力処理効率を高めた｡このような拡張

アーキテクチャをサポートするオペレーティングシステ

ムとして,VOS3/ESlなどを開発した｡科学技術計算ジ

ョブは高速演算機構により処理性能を改善した｡また,

機能拡張した内蔵アレープロセッサを付加することによ

り,更に惟能を高めることが可能である｡事務処理とオ

ンラインジョブは高速パイプライン制御と大容量記憶を

効率よくサポートする3階層記憶により処理性能を改善

した｡ハードウェア技術の面では2,000ゲート･5,000ゲ

ートの高速･高集積度LSIや256kビットの大容量RAMを

開発した｡これらの部品の高信頼性とシステムの可用性

設計により,高信頼度なシステムを実現している｡

M-68Ⅹプロセッサグループは,既に出荷を開始してお

り,金融機関,製造メーカー,大学,研究所など多様な

顧客の要求にこたえうるものと期待している｡
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スーパーコンビューダHITAC S-810/5”
HITAC S-810/5は,導入の簡易化,使いやすさ,低価格

化を図ったスーパーコンピュータで,技術･研究開発分野

での利用拡大を目標にしている｡

スーパーコンピュータは,自然界の種々の現象を人規

模かつ精ちにシミュレーションすることにより,それま

で実験などでは果たせなかった科学の新発見や新技術の

発明など,科学技術の進歩に貢献している｡また,一般

企業でも研究開発期間の短縮や開発コストの削減などを

目的として,スーパーコンピュータの導入に関する気運

が急速に高まっている｡

今回のHITAC S-810/5は,HITAC S-810グループの

普及モデルとして,導人の簡易化,低価格化を図ったも

ので,技術開発や研究開発分野でのスーパーコンピュー

タ利用の拡大を目標に開発されたものである｡

これにより,日立製作所のスーパーコンピュータは,

最上位モデルHITAC S-810/20,上位モデルS-810/10と

合わせてシリーズ化が図られ,業務の規模に応じて機種
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スーパーコンピューク"HITAC S-810/5”

を選択することができる｡

HITAC S-810/5の特長を次に述べる｡

(1)最大160MFLOPS(1秒間に何百ノル可の浮動小数点

演算ができるかを示す単位)のベクトル演算性能

(2)大規模プログラムの開発と実行を容劣にする31ビッ

トアドレッシング機能

(3)FORTRANコンパイラの日勤ベクトル化機能の強化

(多重ループのベクトル化,DOループ外の状況を考慮し

たベクトル化 圧縮･伸長操作のベクトル化など)

(4)アプリケーションプログラムの拡充

(a)行列計算用サブルーチンパッケージの強化(大規模

連立一次方程式の反復解法用サブルーチン,及び高速

フーリエ変換用サブルーチンなど)

(b)ベクトル処理を用いた総合構造解析システム

(5)半導体を使用した拡張記憶装置の容量拡大(最大3G

バイト)

(6)強制空冷方式の採用による設置の容易化

(7)S一別0/10又は20ヘフィールドアップグレードが‾吋能

敬ト

/

㌔

ノ一
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HITAC+一400シリーズXモデル

汎用小形コンピュータ｢HlTACト400シリーズXモデル+

3機種とOS"VOSO/ES”の機能強化により,高度な統合OA

システムを実現可能とした｡

HITAC L-400シリーズⅩモデル(L-450Ⅹ･し470Ⅹ･

L-490Ⅹ)は,企業内の統合的なOAシステムの確立を目指

すもので,次のような大幅な機能強化を行なっている｡

(1)L-490Ⅹモデルの追加

L-470Ⅹの約1.3倍の演算処理機能を実現するとともに,

主記憶容量を約1.5倍の12Mバイトまで拡張した｡また,
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設置場所で"L-450Ⅹ”から``L-490Ⅹ''まで約2.7倍の性能

アップを図ることが可能である(フィールドアップグレー

ド)｡

(2)入出力装置の強化

1スピンドル当たり500Mバイトの｢H-6555-LI形磁気

ディスク装置+,カートリッジタイプでコンパクトな｢H

-6415形カートリッジ磁気テープ装置+,3,000行/分の印
字が可能なレーザビーム方式の｢H-8172形漢字プリンタ+

を接続できる｡

(3)ワークステーションの強化

｢オフィス文書管理システムOFISTOP+により,

｢HITAC L-400シリーズⅩモデル+と｢クリエイティブ

ワークステーション2050+及び｢パーソナルワークステ

ーション2020+との強力なマイクロメインフレーム結合

を実現した｡

●■ (4)オンライン機能の強化

k ｢簡易オンラインパッケージCUTE2+により,オン

ライン処理性能の向上,ワークステーション数,ファイ

ル数などオンライン処理機能の拡大,COBOLによる業務

プログラムの開発などを可能にした｡

H-6585形磁気ディスク装

大容量記憶に対するニーズにこたえて,l台当たり5G

バイトの記憶容量をもつ磁気ディスク装置を開発した｡.高

信頼性確保のため密閉形HDA(4個)を採用した‥.

ta

H-6585形磁気ディスク装置

四 冨冨

新磁気ディスク装置は,現行機(H-8598)に比べ台当た

り2倍の記憶容量をもつ｡この大容量化に対応する信頼

性を確保するため,下記の開発方針により1個当たりの

容量1.2GバイトのHDA(ヘッドディスク アセンブリ)を

4個実装する構造とした｡(1)危険分散:全体性能を保持

しながらHDA当たりの容量を抑制する｡(2)個別保守:ボ

リュームごとに独立した電源及び回路系を備える｡(3)単

純な機構と密閉形HDAの実現:HDA当たりのディスク

枚数を低減したため発熱量が低下され,冷却のための外

部空気取り入れが不要となった｡また,これにより密閉

形HDAが可能となり,部品点数の削減とともにHDA外部

の塩湿度やじんあいなどの影響を低減することができた｡

なお,本装置は従来棟種で実績のあるMn-Znフェライト

ヘッドと塗布形ディスクを使用しており,大容量化のた

めの高記録密度を達成するため,磁気ヘッドの磁気回路

改良,電子回路の低雑音化,移相器の採用による読み出

し回路系位相ひずみ低減などの新技術も採用している｡
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日立企業情報ネットワーグ`pJANET”

PLANETは,各種ハード,ソフト製品で構成され,海外

を含めた企業内,企業間の,マルチメディア化,高付加価

値化したネットワークを実現する｡

PLANET(Pr(ductLineupforAdvancedNetwork)

は,既存の複数にまたがるネットワーク体系を見直し,

合理的なネットワークを構築したいという新しいニーズ

に対応した,マルチメディアネットワークである｡

今後急激な増加が予想される高速ディジタル回線(64k

ビット/秒～6Mビット/秒)を利用し,音声･データ･画

像などの各種情報を統合して効率よく伝送することによ

って,通信コストを大幅に低減できる｡また,他のネッ

トワークとの有機的接続が可能であり,企業内ネットワ

ークをはじめとして,取引企業などを接続する企業間ネ

ットワーク,国際ネットワークなど幅広いネットワーク

システムを構築できる｡

この中核となる製品として,高速ディジタル回線を利

用し,大量の情報を効率よく伝送する高速ディジタル回

線用多重化装置のラインナップを拡充するとともに,各

種機能強化を図った｡

本 社

[至垣]

ヽ≠

瑠⊂鞋
一日プライベーlビデオテックス

システム

盛 一要

ムー
-■一′■

』空]ノ

注:略語説明 ARS(書声応答システム),FMS(ファクシミリメールシステム)

日立企業情報ネットワークPLANET

支 社

二三コ竿王者

‾十温

己‾甲〕

専用乳加入電話網.DDX網

CAPTAIN,ファクシミリ網=
各種VAN(HINETなど)

取引先企業

PLANET製品は,高速ディジタルIul採用多重化装置,

ディジタル交換機,ファクシミリメールシステム,パケ

ット交換機,LAN,ネットワークサポートソフトウェア,

ネットワーク運用管理システムなどによって構成されて

おり,更に各種の大規模ネットワークシステムの構築実

績に基づいて開発したネットワークの設計評価支援ツー

ルISCP(Integrated TooIs for System Configuration

Plaming)によって,顧客のニーズに適合した境遇なネッ

トワークシステムを提供できる｡

高速ディジタル回線用多重化装置としては,H-8644形

高速多重集配信装置(HTDM)と,HITMUX-10形多皐

化装置の2種があり,各々データ系ネットワーク上体,

音声系(電話,ファクシミリ)ネットワーク主体の分野に

適用されるものである｡

特に,音声(電話)の伝送については,アナログ情報の

ディジタル化だけでなく,高能率符号化方式の採用によ

って音声1回線を従来の64kビット/秒から16kビット/秒

に圧縮して伝送することが可能で,rり1線の使用効率が4

倍に向上する｡高度情報社会の進展とともに,急速な普

及をみるようになるであろう｡

恥
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高速ディジタル回碍
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ファクシミリメールシステム"HIMAIL2000F”

ファクシミリメールシステムは,ファクシミリ通信ネッ

トワークに蓄積機能をもたせ,ファクシミリ通信の省力化

などの事務効率の改善や通信料全の節減に寄与する｡.

ファクシミリメールシステムは,今後ますます拡人す

るファクシミリ通信に刈一応するもので,ファクシミリの

もつ利便性と蓄積ファイリングシステムを有機的に結合

した蓄積交換システムである｡G3ファクシミリ通信ネッ

トワーク内に本システムを組み込むことによって,省力

化などの事務効率の改善や通信料金の節減を実現できる｡

主な特長は次のとおりである｡

(1)取扱いが簡易で省力化効果が人きい｡

あて先のファクシミリが使用中でも,メールシステム

が代行して受信,配達するので,電話を何度もかけ直す

必要がない(蓄積機能)｡疫に,蓄積機能により,1回の

操作で多数のあて先へも配達できるし(同報機能),使用

頻度の高いあて先やサービスを事前に常緑しておけば,

短いダイヤルであて先やサービス指定が可能である(短縮

ダイヤル)｡また,別に用意した付加装置を使えば指定を

ダイヤルでなく機能ボタンで行なうことができ,よりい

っそう操作の簡易化が別れる｡
(2)通信料金の節減ができる｡

緊急度のあまり高くない多量メッセージを送る場合は,

t■r‾■‾

通信料食の安い夜間の配達を指定することができる(時刻

指定)｡また,ネットワーク内に蓄積機能があるので,ト

ラヒックの平準化が図られ,通信網の効率のよい運用が

できる｡

(3)時間と場所を超えた通信ができる｡

出張などで自席を離れているときでも,メッセージを

メールシステム留めにしておき,出先から日分の都合の

よい時間に自由に取り出すことができる(メールボック

ス)｡

(4)機密文書が保護できる｡

機密を要するメッセージの場合は,メッセージをメー

ルシステム留めとして,パスワードを人力したときにだ

け取り出せるようにできる(親展)｡

(5)幅広いネットワークの構築ができる｡

ネットワークの構築には,加入電話網経由,PBX(構内

交換機)経由及び直接接続の3種類を準備している｡これ

らにより,ネットワークへの組込みが容易となり,多様

なシステムに対応できる｡

(6)運用が容易にできる｡

システムコンソールから,ネットワーク内のすべての

ファクシミリの運用状態が把握できる｡また,運用を止

めることなくファクシミリの新規登録,変更手続きを行

なうこともできる｡

ファクシミリメールシステム``HIMAル2000F”(柑回線構成)
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DTO交換機高機能版の本格導入

端末～端末間をディジタル通信路で接続できるD70高機

能版を開発し,量産初号横を日本電信電話株式会社自転

電電ビルヘ納入した=

INS(高度情報通信システム)の構築へ向けてディジタ

ル交換機D70の開発,導入が積極的に進められている｡D

70の開発は,既存のアナログ電話機を接続して交換局以

降をディジタル化したD70(A)のステップを経て,ディジ

タル加入者線伝送方式を使って既存の電話ケーブルにデ

ィジタル端末を収容するD70(D)のステップに移行してい

る｡D70(A)は,昭和59年9月から納入が開始されており,

昭和60年度末には全国の設置数は100ユニットを超えると

予想される｡今回,これに引き続くD70(D)の量産初号機

を昭和60年9月に日本電信電話株式会社自賛電電ビルヘ

納入した｡

ディジタル加入者線伝送方式になると,発信加入者か

ら着信加入者までディジタル信号のままで送ることがで

き,しかも,64kビット/秒,16kビット/秒の2チャネル

による高速のデータ伝送が可能になる｡サービスとして

雑音の少ない音声伝送が行なえるだけでなく,超高速デ

ィジタルファクシミリやコンピュータ間通信も可能とな

り,高度情報化社会の重要なインフラストラクチャとなる｡

このような,64kビット/秒,16kビット/秒に達する高

速ディジタル信号は,従来3kHz帯域の音声信号を伝送

していた既存の電話ケーブルを使って行なわれる｡この

高速のディジタル信号の送受を行なう伝送方式は,LSI化

によるノ､-ドゥェアコストの低減によって可台巨となった｡
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D70(D)交換機l万加入者を収容する局は約20架で構成されている

D70(D)の主な特長を以下に述べる｡

(1)ディジタル端末を経済的かつ早期に導入できる構成

(a)ディジタル加入者線とアナログ加入者線を混在し

て収容でき,インタフェースパッケージ群(加入者回路)

の差し換えにより容易に切替えが可能である｡

(b)可搬形ボックスに収容可能な遠隔集線装置を接続

でき,サービスできる区域を早期に拡大できる｡

(2)拡張性に富む続一的アーキテクチャ

(a)階層的プログラムの構造

プログラム構造は呼制御手順の動作に対応し,接続

制御階層,端末制御階層,ハードウェア制御階層に分

割した階層構成とし,更にそれぞれの階層でハードウ

ェア対応のモジュールに分割している｡したがって,

ディジタル端末制御機能付加などの拡張性に富む構成

となっている｡

(b)ノ､-ドゥェアのビルディングブロック構成

通話路系には,LSI化されたスイッチ素子によるビル

ディングブロック構成を採用し,制御系には機能負荷

分散形マルチプロセッサ構成を採用しており,機能,

性能に対する拡張性をもっている｡したがって,ディ

ジタル加入者線制御機能の付加についても,加入者回

路,加入者線信号装置以外のハードウェアの追加は不

要である｡

(c)各種端末の接続の容易性

交換機側では端末種別は管理せず,発信端末から着

信端末へ端末種別を転送する方式を採用し,各種の端

末の接続を容易にしている｡
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光加入者線伝送装
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高度情報化時代を迎え,互いに伝達し合う情報量は増

加する一方である｡特に今後は,映像情報や高速ディジ

タル情報の伝送が必要となる｡これらにこたえるべく光

加入者線伝送装置を開発した｡これは各加入者に1本の

光ファイバを用いることによって,各種情報を同時に伝

送できる装置である｡本装置にはA,B2種類のタイプが

あり伝送情報が異なっている｡

1本の光ファイバでこれら情報を同時に伝送すること

を可能とするため,発光源には波長の異なる4種類の半

導体レーザを用い,4波長分割多重技術によって実現し

ている｡更に,高品質な映像情報を伝送するため,パル

ス周波数変調技術を採用し,SN比を高めている｡

本装置は,三鷹地区のINS(高度情報システム)モデルシ

ステムで昭和60年3月から稼動中である｡左記にAタイプ

の光加入者線伝送装置を示す｡

最後に,本装置の開発に当たり,ご指導いただいた日

本電信電話株式会社の関係各位に対し,厚く御礼を申し

上げる｡

光加入者線局側装置(左)と光加入者宅内装置(右)

衛星通信ネットワークシステムの基本技術

訂1電霊誓雲芸局(主固定局)

＼
30GHz

日立川崎局

送信装置

20GHz 30GHz

ーー回
変復調装置

48kピット/砂

CH

48kビット/秒

CH

1.5Mビット/秒

CH

受信装置

CS-2

20GHz

ゾ■毯日立品川局アンテナ¢3m

訂+車
変復調装置

1.5Mピッり砂

CH

48kピット/秒

CH

娼kビット/秒

CH

48kビット/砂地上回線

TDM E-800 CCP NCCP

ユーザー機器
M-200H

NCCP CCP

M-260H

TDM

ユーザー機器

注:略語説明

CH(Cha[[e=+nit),TDM(TimeDi山sionM山tiplexer),CCP(CommunicationControI

Processor),NCCP(New Communicatio【Contro-Processor)

衛星通信ネットワークシステムの実験全体システム図

情報ネットワークの機能障害から社会を守るために,

地上回線に衛星通信を併用したミックスト メディア ネ

ットワークを構築しようとする動きが高まっている｡

日立製作所は,昭和58年から顧客8社とともに,図に

示すような実験システムを開発して郵政省の衛星利用パ

イロット計画に参画し,衛星通信の基本特性を把握して

きた｡この結果,次の技術の必要性を確認し,開発を進

めている｡

(1)衛星･地上回線切替制御技術

衛星回線を地上回線のバックアップ回線として利用す

るだけでなく,回線の状態によって効率的な併用を選択

できる回線切替制御方式の開発｡

(2)高信頼･高効率伝送制御技術

降雨などでビット誤りが生じた場合に,複数の再生要

求フレームが同時送出可能な方式の採用による,高効率

伝送制御技術の開発｡

(3)セキュリティ確保用高効率画像暗号化技術

画像データなどの大量データのセキュリティを確保す

るため,その特徴(データの冗長性と大容量性)に着目し

た暗号化方式の開発｡
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統合OAを実現する汎用ワークステーション"2020/2050”

日‾七ニクリエイティブワークステーション2050と,亡j立

パーソナルワークステーション2020の2機種は,ホスト

コンピュータとワークステーションとが一体になり,オ

フィス業務の合理化を実現することを目的として確､ウニさ

れた統合OAアーキテクチャに基づいて開発した汎用ワー

クステーションである｡

この2機種に共通の特長は,(1)OFISシリーズと呼ぶ統

合OA糊ソフトウェアのサポート,(2)人間⊥学に基づいた

デザイン及び操作環境を提供し,快適に作業ができる設

計とした,ことである｡

2050の特長は,(1)世界の新しい標準となりつつある

Unix双1)の採用,(2)16Mバイトの仮想記憶上に,マルチウ

インドウの技術を駆使した統合OA操作環境の実現,(3)単

体としてもソフトウェア開発用機器,CAD用機器,オフ

ィスコンピュータの代替機などとして十分使用できる性

望′r々′7 セ
+▲iヱ軌′でッ".

′
-一■L′

i
√ ゼ 〃

日立匡亘夏至享亘司ワークステーション2050

〆

能と機能,などの一郎こ代長され,冶機能ワークステーシ

ョンに位置づけられる機種である｡

一方の2020の特長は,(1)実績あるMS-DOS弊2)の採川,

(2)1MバイトのRAMディスクや,四つのプログラムの川

時実行などによって,処理の高速化,効率化を松川,統

合OAの要請に対応していること,(3)多数のアプリケーシ

ョンプログラムのサポートによって,用途にん♭じた使川

はに即J心できること,などであり,普及形ワークステー

ションに位置づけられる機種である｡

以上2機種は,統合OAの顧客ニーズを反映し,機能強

化,性能向上を図り,時代に即応し発展してゆくワーク

ステーションの礎をなすものである｡f]耗製作所システ

ム開発研究所,何マイクロエレクトロニクス研究所,卜iJ

日‾技研究所,同デザイン研究所,トリ機械研究所,トiJデバ

イス開発センターの全面的協力により,l卜立製作所神奈

川_t場,同旭工場が製品化を行なった｡

※1)Unixは米国AT&T祉ベル研究所が開発したオペレーティン

グシステムの名称である｡

※2)MS一【X)Sは,米マイクロソフト社の堤鈍痛標である｡

､ -′ギ

㌢

日立匹≡互章句ワークステーション2020

/
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生協･量販店向がストアオートメーションシステム+

バーコード読み取りを基本とした食品･菜筐貨形POS夕≠

ミナルを使用し,ストアコントローラとの組合せにより,

ストアオートメーションシステムを効享的に構築可能とした∴

⊂コ=孟窟一トノーション

店 舗
ストアオートメーション

盛 〔霹㌢ロ叩ロロロロロロロロ㊥
』(室)

タク

』検収

『
(コ垂直)

』
配送処理システム

在庫システム
発注システム

生産手配システム

納靂仕入先白日

●受)主システム

凸

塁
●人事情報システム 本部

●財務情報システム

厳塵ゝ

墓室壷慧各 ;還蔓琵喜;…≡…

ストアオートメーションシステムの範囲 POSを中心に単品デ

ータを収集し,店舗内にて加工･評価するシステム

食品･雑貨形(生協･量販店)向けPOS(PointofSale)

ターミナルは,PLU(PriceLookUp)ファイルと固定ス

キャナをもち,商品上の各種バーコード〔JAN(Japanese

ArticleNumber),EAN(EuropeanArticleNumber),

UPC(UniversalProductCode)〕を読み取り,効率的な

チェックアウト業務を実現する｡そして,登録されたデ

ータを,商品管理,会計管理,チェッカー管理などの目

的別に集計し,ストアコントローラ,ホストコンピュー

タに提供するターミナルシステムである｡

このPOSターミナルシステムとストアコントローラ,

ホストコンピュータを組み合わせることにより,小規模

店舗から大規模店舗までの幅広いストアオートメーショ

ンシステムが効率よく構築可能である｡

今回開発したシステムは,販売管理,商品管理(仕入･

発注),会計管理,チェッカー管理を中心に開発したもの

で,システムの追加･変更についても十分考慮した設計

になっている｡また,システムの顧客側でのエンハンス

も容易であり,ストアオートメーションシステム建設に

対して大きな効果が期待できる｡

光ディスクファイルシステム"HITFILE60”の機能強化

H什FILE60についてホストコンピュータとの接続機能を

付加したほか,取扱い可能な文書サイズを最大Alサイズ

まで拡大するなどの機能強化を行なった二

HITFILE60は,従来,紙やマイクロフィルムなどの形

で保管されていた大量の書類を,光ディスクを用いるこ

とによって,極めて小さなスペースに保管し,容易に検

索することを可能にした電子ファイリング装置である｡

多様化,高度化するニーズに対ん占するため,次のような

機能強化を実施した｡

顔主才一ニJ■t豊d声

光ディスクファイルシステム``川TFILE60”

(1)ホストコンピュータ(HITAC Mシリーズ,VOS3シ

ステム)との接続により,ホスト形データベースと結合し

た高度な画像検索システムの構築が可能である｡

(2)入出力可能な書類のサイズを,従来のA3から最大Al

サイズまで拡張し,大形の設計図面なども登録･検索で

きるようにした｡

(3)回線接続機能により,遠隔地の支店や営業所などに

書類を分散配置した相互検索システムの構築が可能であ

る｡

(4)可用性の向上を目的に,光ディスク片面を最大10フ

ァイルまで分割利用できるマルチファイル機能,登録し

た書類のリビジョン管理機能を追加した｡

(5)マルチキャビネット検索機能,検索キーワードをカ

ラム位置を意識しないで指定できるフリーカラム検索機

能,などを追加した｡

これらの機能拡張により,従来からの光ディスクライ

ブラリ装置(16枚又は32枚の光ディスクを扱うオートチェ

ンジャー)及び検索ステーション(距離1.5km,最大8台)

の接続などと併せて,広範なアプリケーションに対応し

た画像検索システムを構成することができる｡
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エンジニアリングワークステーション"ES-310”

"ES-3げは,高精細グラフィックス,高性能コンピュー

タを搭載し,高速LAN結合により,高度なエンジニアリン

グサポートシステムを構築できる.こ.

FA,OA化が進むなかで,エンジニアリング業務の高

効率化が課題となっている｡エンジニアリングワークス

テーションES-310は,このニーズにこたえて開発したも

ので,高精細グラフィックスと高性能マイクロコンピュ

ータの搭載によって,大量の図形データの高速処理が可

能となった｡また,ステーション間の高速LAN結合によ

川

エンジニアリングワークステーションIIES-310''

って,ファイル,プログラムを共有でき,柔軟かつ拡張

性をもったエンジニアリングサポートシステムが構築で

きる｡主な特長は次のとおりである｡

(1)超高精細カラーグラフィックディスプレイ(20in,

1,280×1,024ドット,60Hzノンインタレース)を採用して

おり,1,600万色から256色を同時に表示できる｡また,

グラフィック専用プロセッサによりベクトル,塗りつぶ

しの高速表示も可能である｡

(2)プロセッサとしてMC68010を採用｡仮想記憶方式に

より,最大16Mバイトの論理空間をサポートしている｡

(3)マルチウインドウ管理ソフトにより,同時に16画面

まで表示でき,複数の作業を同時に並行処理できる｡

(4)CORE(米国グラフィック標準規格案)準拠パッケー

ジと,基本グラフィックパッケージCGI(Common Gra･

pbicInterface)をサポートしている｡

(5)オペレーティングシステムとしてUNIX(米国ベル研

究所のオペレーティングシステムの名称),LANとして,

イーサネット(米国ゼロックス社の登録商標)などの国際

標準に準拠しており,UNIXベースの豊富な流通ソフトウ

ェアが利用できる｡

SEWB(ソフトウェアエンジニアリングワークベンチ)
ソフトウエアの設計,プログラミング,テスト,保守用

の支援ツール群を統合的に利用できるシステムで,ヒュー

マンフレンドリーなユーザーインタフェースを備えている.こ､

ソフトウェアの生産性,信頼性向上には,計算機を活

用した生産支援システムの充実が不可欠である｡ICAS

(IntegratedComputerAidedSoftwareEngineering:

親藩砥(
U

キスト

メント

ベル

較

Y""¶引㌣

ソフトウェアエンジニアリングワークペンチの対話画面

ソフトウェアー貰生産システム)は,計画,設計,プログ

ラミング,テスト,保守用の支援ツール群を備え,一連

の開発工程全体を支援する統合システムである｡

SEWB(Software Engineering Workbench:ソフト

ウェア エンジニアリング ワークベンチ)は,このICAS

のツール群を統合化するシステムであり,設計仕様やプ

ログラムコードなどの共通管理機能,複数ツール間の連

動制御機能,ツール間で標準化した統一ユーザーインタ

フェース機能,などを備えている｡またSEWBは,ツー

ル間に横断的な機能を共通ソフトウェア化する方式の採

用によって,ツールの追加を容易とした増殖性の高いシ

ステムである｡SEWI∋の対話方式は,複雑なプログラム

の構造をビジュアルな図形で表現する機能,図形表現し

たプログラムを効率よく編集するためにマウスを用いて

編集内容を画面上で選択する直接操作機能,などによる

ヒューマンフレンドリーな方式である(写真参照)｡更に

SEWBは端末上で対話処理を行なう分散処理方式の採用

によって,従来のタイムシェアリングシステムを越える

高い応答性を実現し,快適なソフトウェア開発環境を提

供している｡
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新続合形DB/DCシステム

新統合形DB/DCシステム×DM

●多様なDBモデル
(構造形,リレーショナル)

●各種処理形態からのDB共用

●CP〕間DB共用

●ニューメディアヘの対応

適用業務

多様化

への対応

従来のDB/DC

製品

(ADM,PDMII)

大規模化

への対応

高性能

高信頼化

への対応

●大容量DB
(最大6,400Gバイト)

●31ピットアドレッシング

(2Gバイト仮想記憶)

●コンカレント

アクセス

●DBの仮想記憶

上常駐化

●DB二重化

注:略語説明 ADM(Adaptable DataManager)

PDMII(PracticalData ManagerII)

新統合形DB/DCシステムXDM構成図

近年,DB/DCシステムの利用が一般化し,適用業務の

多様化,システム規模の拡人が急速に進んでいる｡この

環境変化に対応して,機能,性能の飛躍を図り,DB/DC

適用分野を拡大するため,新統合形DB/DCシステムとし

て,データマネジメントシステムⅩDM(ExtensibleData

Manager)を開発した｡

XDMは,次のような特長を備えている｡

(1)適用業務多様化への対ん』

(a)多様なDBモデル‥…･構造形(階層形表現を含むネ

ットワーク構造,リレーショナルの2モデル)

(b)各種処埠形態からのDB共用

(c)ニューメディアへの対応……CAPTAINとの接続

ほか

(2)人規模化への対応

(a)大容量DB‥･…最大6,400Gバイトの構造形DI∋

(b)31ビットアドレシング2Gバイトの倣想記憶

(3)高性能高信頼化への対応

(a)DB入出力の削減……DBの仮想記憶上常駐化

(b)DB信頼性の向上……DB二重化,DB部分閉そく

今後,複数システムにまたがる処理形態(分散DB)や24

時間連続運用形態などの利川形態への適用を拡人してい

く計画である｡

川TAC中小形コンピュータ用対話制御システム"ESハEX”

HITACM-220/240糊オペレーティングシステムVOS

l/ES(ViIlualOperati喝Systeml/ExtendedSystem)

[亘コ亡:亘]

●日本語メニュー及びガイダンスパネル

●日本語メッセージ

●オブジェクト操作形コマンド

●コマンドHELP機能

システム開発･保守の生産性

向上

プログラミング支援エディタ

(ASPEN)

四
●マルチセション機能

●対話処理,
統一

ESハEX

ES

ES/HCAM

ES/SPOOし

L=小E

●ファイル操作支援(FACY)

●COBOLテストデバッグ支援(COBOL/TD)

バッチ処理運用(コマンド,+CL)の

●LIMEライフうりによるユー

ザー財産の統一管理

●プロファイルによる対言古環境

の自動設定

●ESハE)(及び必要PPの自動立
上げ機首巨

●機密保護機能

●オンラインとの端末共用

(ES/HCAM)

●帳票配布(ES/SPOO+)

●パーソナルコンピュータとのファイル伝送
(lFIT-1EX)

謹:略語説明

ES/lEX(Ext¢ndedSystem仙耶は‖【teraCt川eEleCリー叫e)

ESノAFしblendedSysle爪/Adv椚edFリ[Ct･川S)

ES/HCAM(巨細加dSys【e巾HNA巳a駅d伽mmuⅦt･洲SA∝eS5Me伽d)

臼/SPOOL(ExtendedSystem/9仙抑紬SP帥Pheral恥r∂l■OnSO仙e)

LIME(仙arYMa伯已em¢ntSyslem)

ES/〉SAM(Ext帥dedSystem/Vlr一皿IStorageA∝冶㌍Method)

ASPEN(仙ancedEdlIDrSyslemlα恥g耶ml〔gE【〉けmme[‥

FACY(F■leAccessU叫)

COBOリTD(COBOUTesta佃恥bu膠〔g)

lFLT-1EX(1【t即aCt川eFl】eTra[SmlS90【恥町am-1Eメ)

対話制御システムは,ES/lEXを中心に複数のプロダクトで実現

されている

の対話環境を提供するために,ES/IEX(Extended

System/IntegratedInteractive Executive)を中心とし

たプロダクト群を開発した(図参照)｡従来の対話システ

ムは,一般に伝統的なバッチ処理向けオペレーティング

システムの中で,対話サブシステムによって対話処理専

用の環境を形成する,いわゆるタイムシェアリングシス

テムの方式を採っていた｡この方式では,対話処理とバ

ッチ処理との間で操作方法,コマンドやパラメータの仕

様,ファイル,ライブラリの使い方が異なるという欠点

があった｡ES/IEXでは,これらの仕様を共通化し,ユー

ザーに分かりやすいシステムとしている｡業務の実行は,

ワークステーション画面に表示された日本語のメニュー

ガイダンスに従って操作すればよく,特に専門的な文法

知識を必要としない｡また,従来1台のワークステーシ

ョンからl祁寺には一つのジョブしか実行できなかったが,

本システムでは同時に複数のコマンドやジョブを実行し,

それぞれの画面を切り替えながら監視できるマルチセシ

ョン機能をもっている｡本機能によって,ワークステー

ションを使用する業務運用が格段と便利になった｡
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ソフトウェア再利用システム"REUSE”の基盤技術の開発

既存ソフトウェアを再利用し,新規ソフトウェア開発

の生産性･信頼性･保守性を飛躍的に向上させることを

目的として,新しいソフトウェア再利用システムREUSE

(ReusableSoftwareEngineering)を開発した｡

業務部品 部品原形

システム仕様部品
(機能情報関連図

に対応) データ形構成子リンク

ソフトウエア仕様部品
(システムフローに
対応) /

プログラム仕様部品
(パターン部品に対
応) /

プログラム部品
(サブルーチン,
ステートメン

トに対応)

注:∠二=7(業務部品)

∠二7(部品原形)

意味素リンク

COBOLプ

PASCALプログラミン

新しいソフトウェア再利用システム"REUSE”の部品体系

本システムは,既存ソフトウェアの部品化に当たって,

(1)従来の機能指向の考え方から対象指向の考え方に改め

たこと,(2)知識工学技術を導入して,アプリケーション

の分野を越えて広く利用できる抽象度の高い部品と,個々

のアプリケーションの分野へ部品を適合させる規則とに

ょって,部品を体系化したこと(図参照),などに特徴が

ある■｡更に,部品の検索･修正･合成の手順をルールベー

スとして計算機に覚え込ませており,要求仕様を計算機

システムに与えるだけで,既存ソフトウェアでまかなえ

る機能は,計算機が部品の自動合成によってプログラム

を作成する方式になっている｡ソフトウェアの開発者は,

高インテリジェントかつヒューマンフレンドリーな対話

を通して,真に新しい機能のソフトウェアだけを追加開

発すればよいわけである｡本システムの利用によって,

ソフトウェアの生産性は従来の勘と経験による開発に比

べ,少なくとも10倍は向上した｡また,既存のソフトウ

ェアをただ流用するだけでなく,高品質の部品化を行な

い,これを合成し,新しいソフトウェアを構成する方式

となっているので,信頼性･保守性などの品質の高いソ

フトウェアを開発することが可能となった｡

革匝国領

■トラヒック情報収集管理システム"ATOMICS''

本システムは,NTT交換設備の投資･運用効率向

上のため,基礎トラヒック量を収集･表示するもので

ある｡コンピュータ制御により詳細情報を頻繁に収集

できる｡ヒ位局への情報転送は,多種手順を併合しX･

25とした｡

lディジタルPBXの新機能

DXシリーズ用ダイヤルイン機能を開発した｡これ

によって,交換台を通さず外部と内線が通話でき,交

換手の省力化に役立つ｡このほか,外線の使用効率を

向上させて,料金の節減を図ることもできる｡

■衛星軌道高精度解析方式

高精度の人工衛星軌道解析方式を開発した｡本方式

は,精密な衛星運動モデルと高精度数値積分によっ

て,1日彼の軌道予測精度を100m以下にできるもの

で.実際の探宇宙用衛星の軌道解析にも適用されてい

る｡

■画像中の微細対象物検出技術

衛星地球親軋医療などでの画像利用を拡大する基

本処理技術として,センサの分解能以下の両像特徴を

測定利用する微細対象物検出技術を開発し,HIDIC

V90/50による画像解析システムの新ソフトウェアを

実現した｡

■自動車電話ディジタルハンズフリー

従来のアナログスイッチ方式の欠点を完全に除去Lた

自動車電話ディジタルハンズフリーを開発し7ご｡(1)斉声

の語頭,語咤切断がない,(2)完全双方向過払(3)ディ

ジタル化により高安定,高信頼度などの特長がある｡

■小形自動車電話車載機

収容スペースを大幅に縮′トできる容積1,800ccの小

形自動車電話車載機である｡高効率FET電力増幅器

の採用で低消費電流1.9Aを達成し,専用LSI･ハイブ

リッドICの採用で,′ト形化と同時に高信頼度を実現し

た｡

■紳-------一一---■少

l ■l■■lllllllllllll

爪･四-1フモニ｢r'-■■
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ディジタルPBX

■シンセサイザ方式携帯無線機

直接分剛二よるシンセサイザ方式とマイクロコンピ

ュータの採剛こより,鳥性敵
多チャネル,多権能化

を実現した｡更に,モジュール,面付弧IJ】,フレキシ

ブル基板などの軒別二より小形なシンセサイザノブ式携

帯無線機を開発した｡

■FAX用小形モデム

FAXの激しい′j､形,低価格化の劾向に対応して,

u摘面実装技術を大樹二剛､た従来【帥剛ヒ÷の′ト
形モデムを開発した｡本棟はG2,G3モードを備え,

各種動作モード,性能向1二のための選択制御が叶能で

ある｡

■道府県防災行政無線システム用マルチチャネルアク

セス方式

無線周波数の有効利相に効果の高い分散形マルチ

チャネルアクセス方式使用の防災行政無線システムを

神奈川県に納人し,昭和60年8月から遠別に入った｡

本システムは過去に例がなく,各県からもiE‖をi裕び

ている｡

■業務用ポータブルカメラ"FP-Z3ド

日立製作所独白のMS(電磁集束静電偏仙形撮像

管を開発し,解像度750丸SN比58dBの由画質とマイ

クロコンピュータによる口動詞懲,自己診断(文'}:表

示)機能を実現した｡農務用領域での三管式カメラの

高級機である｡
73



■一書書

■金融機関向け大規模オンラインパッケージ

"EXPERT3''

先進都市銀行を中心に,第三次オンラインシステム

の構築が進んでいる｡本システムは地方銀行･相互銀

行向けの勘定処理ソフトウェアパッケージEXPERT

に,新商品･新機能サービスなどの機能追加を行なっ

たものである｡

■顧客情報サービスシステム▲■HIBISC‖

本システムは.エレクトロニックバンキング用ソフ

トウェアパッケージである｡電話･ファクシミリ,キ

ャプテン端泉パーソナルコンピュータなどの豊富な

メディアを介して,取引明細などの情報提供サービス,

振替などの資金移動サービスを実現できる｡

■通信教育における画像付き教材出力システム

通信教育教材として,簡易組み版による問題集出力

システムを開発した｡本システムでは,問題文及び楽

譜,地図などの画像を自動的に組み版処理でき,従来

困難であった個人別教材を迅速に作成することが可能

となった｡

■卸売市場における自動せり機システム

本システムは,無線を使用した応札私書声入出力

装置,自動計量梯との接続,ホストコンピュータとの

伝送機能によって販売(せり)を自動化するものであ

る｡せりの公正化,スピードアップ,省力化が実現で

きる｡

■日産自動車株式会社 車両受入れ出荷システムで

の集中管理形分散処理システムの適用

日産自動車株式会社本社にM-260H,各工場にE-

800を設置し,ホストでは計画業務及び実績収集,分

散側では現車管理を行なっている｡分散側は自動化に

よる24時間運転を実現し,システム保守を本社集中運

用することで効果を挙げている｡

■ユニバーシアード神戸大会競技結果情報処理

システム

国内開催の国際大全に登場した初の本格的コンピ

ュータシステムである｡処理内容は120種にわたる競

技日程,組合せの自動化競技結果,個人エントリな

どで,無事に本番を終了し関係各方面から高い評価を

得た｡

■設計仕様のデータベース化と再利用方式によるソフ

トウェア設計システム

"MDL/MDA”(Mod山e DesignJanguage/Anaト

yZer

一元管理された仕様情報データベースを,ユーザー

フレンドリーな日本語ドキュメントと同じ形式の画面

を通じて直接編集することができる｡矛盾のない設計

仕様を効率的に作成する総合CAD支援環境である｡

■3=ごットアドレッシング仮想計算機システム

コンピュータシステムの多様化に伴い,新棟観新

OSへの切替えを円滑にすることが重要課題の一つと

つなっている｡従来の仮想計算掛二加え,31ビットア

ドレッシングをサポートした仮想計算機システムを開

発した｡
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■VOSO/ESの機能強化

L-400シリーズⅩモデルの新ハードウェアのサポー

ト｡

また,MMC(マイクロメインフレーム結合)機能に

よる多様能ワークステーション(2020,2050)とVOSO/

ESとのデータ交換が可能である｡

■ディスクニ重苦き制御プログラム

大容量固定ディスク装置の大規模オンラインシステ

ムへの適用を可能にするため,オンラインデータベー

スを二重化し大容量固定システム装置の信頼性を向

上させるディスクニ重書き制御プログラムを開発し

た｡

■H-69】5-3形半導体記憶装置

半導体メモリ素子(256kビットダイナミック

RAM)を使用した,大容量･高速を特長とする

外部記憶装置である｡記憶容量512Mバイト/台,

データ転送速度最大12Mバイト/秒,平均アクセ

スタイム0･3msを実現している｡アクセス頻度の

高いデータを収容し,システム全体の性能を大

幅に向上することができる｡

■高速小形磁気テープサブシステム

本磁気テープサブシステムは,磁気テープ保

管スペース,及びディスクダンプ処理時間短縮

のニーズにこたえて,データ圧縮をハードウェ

アで実現可能としたサブシステムである｡

■DK301形3.5inハードディスク装置

OA機器の高度化･小形イヒが進み,ハードディ

スク装置の搭載も広く行なわれている｡これに

こたえて,大容量(19.1Mバイト),小形軽量,

低消費電九耐衝撃性の向上など多くの特長を

もつ3･5inディスク装置を開発した｡

E空B
:･】O

T≠一塁峯+

㌔華享豊+
ゝ済

一旬

Hl㌧2801現金自動支払装置

■VAN,高度情報通信網構成の最適化技術

VANや高度情報通信網などの最適構成(形

状,容量など)を性能,信頼性,コスト面から対

話形で決定できるISCP/NETを開発した｡情報

流をポテンシャル関数の最小化でモデル化し,

最適案を高速探索技法で求める｡

■H-8633 CCPの機能強化

日本電信電話株式会社の高速ディジタル伝送

サービス及び衛星ディジタル通信サービス対応

のアダプタを開発した｡多重化装置経由に加え,

直接これらの回線との接続が可能となった｡通

信速度は,64kビット/秒から1.5Mビット/秒ま

でである｡

■HT-2806現金自動取引装置

現金還流方式を採用した多機能ATMである｡

機能面では,(1)紙幣･硬貨還流方式による資金

効率の向上(2)現金振込機能,(3)休日運用･時

間延長運用への対応(4)漢字による見やすい印

字,(5)簡単な係員操作,などを図った｡

■HT-2801現金自動支払装置

HT一雄01は,設置性,運用性に優れ.企業内

CDなど広範なニーズへの対応が可能である｡

主な特長として,(1)1金種･2金種の紙幣取扱

い,及びCRT･パネル形表示が選択可能,(2)自

動運転制御機能,などがある｡

■エンジニア向けワークステーション"HITAC E-

7300”

UNIX穀)systemv最新バージョンに準拠し,

高精細カラービットマップディスプレイの装備

と,プロセッサに68020,6朗81を採用した,最

大32Mバイトのメモリ実装可能な高性能ワーク

ステーションを開発した｡

炎)UNIXは,米国ベル研究所で開発されたオ

ペレーティングシステムの名称である｡

■HIDICV90/25

HIDICV90/25は,32ビット〟プロセッサ68020

を最高速で使用できる制御用スーパーマイクロ

コンピュータである｡リアルタイム制御用OS

PMSに加えプログラミンク℃Sとして,UNIXシ

ステムⅤの搭載も可能である｡

■適意精細カラーモニタ

超高精細カラーモニタ(1kxlk,64kHz)と

して19inモニタに加え,CAD,mM,シミュレ

ータ向けに大形(25h)モニタ,またパーソナル

CAD向けに小形(15in)モニタを開発し,レパl

トリーの拡充を図った｡

■適意精細20inカラーディスプレイ

世界最高レベルの表示密度を誇る高級CAD/

CAM用,グラフィック端末用20inカラーディス

プレイCM20舶Aを開発した｡



多機能ワードプロセッサ｢ワードパル800+

日本語ワードプロセッサ｢ワードパル800+は,高機能

化 多機能化の市場ニーズに対応したビジネスワードプロ

セッサの最上位機として開発した.=1

日本語ワードプロセッサは,オフィスに欠くことので

きないOA機器として定着しており,適用業務の拡大とと

もに,いっそうの機能強化と多機能化が求められるよう

になってきた｡多機能ワードプロセッサ ワードパル800

は,こうしたニーズにこたえたもので,ワードパル25の

多機能ワードプロセッサ"ワードパル800''

後継機として,複数文節仮名漢字変換方式をはじめとす

る文書作成機能の強化を図るとともに,｢パルカルク+,｢パ

ルグラフ+,｢パルドロウ+などのソフトパッケージやH本

語テレテックス機能をサポートし,いっそうの多機能化

を図った｡

主な特長を以■Fに述べる｡

(1)複数文節の仮名漢字交じり文を一度に変換する複数

文節変換方式を採用し,スピーディな文書作成を可能と

した｡

(2)1台で2種類の文字サイズ切換■叶能な熱卒去写プリン

タの接続で,10.5ポイント,12ポイントの文字サイズを

行単位で設定可能とし,また,漢字,平仮名,片仮名の

半角文字も作成可能となり,文書の表現力を向上させた｡

(3)電話回線網を利用し,ワードプロセッサ間で文書を

自動転送する日本語テレテックス機能をサポートし,ネ

ットワーク化,文書作成の合理化及び省力化の要請にこ

たえた｡

(4)ワードパル800で作成した文書を,JISフォーマット

に準拠した8inフロッピーにコンバートする文書変換機能

を実現した｡ホストコンピュータや電算写植などとの文

書情報交換手段となるもので,ワードパル800の用途を拡

大した｡

マルチタスクOSをサポートしたパーソナルコンビューダB16/MX”

マルチタスク機能,高速日本語処理を実現するととも

に,大容量ハードディスクを内蔵したビジネス用途向けの

パーソナルコンピュータ"馴6/MX”を開発した

書l書.コ･一一ティリチイ.
▲P■ノフト

菰†音 フ′リ ′■ト

伽患･､㌶E

毎∈二] [二≡≡コ+OB2

パーソナルコンピュータがビジネス分野に普及するに

従い,その利用形態も一段と高度化してきた｡特にアプ

リケーションソフトを実行しながら,同時に通信処理を

行なうといったマルチタスク機能,処理速度の高速化な

ど,高機能ニーズが高まっている｡このニーズにこたえ,

更に需要拡大を図るために,普及機B16/EXのファミリー

上位機B16/MXを開発した｡

主な特徴を以下に述べる｡

(1)3ジョブ同時処理可能なマルチタスク機能のサポー

ト

(2)日本語辞書をROM化して標準搭載することによる日

本語入力の高速化

(3)コンパクトな本体に大容量ハードディスクを内蔵

(4)普及機B16/EXで築いたソフトウェアとの互換性の維

持

パーソナルコンピュータ"B16/MX''外野及びマルチタスク処理の機能図(上)

悶



多機能高速ファクシミリ用VJSl化アーキテクチャの開発

センサ

記希ヘッド

画信号
バッファ

ひずみ補正

(DIPP)

記章景

制御

符号/
復号

(DICEP)

数字
認識

符 号
バッファ

モデム

伝送制御

●自動ダイヤル
●手椴
●誤り再送

注:略語説明など

□専用∨+S･
D岬P(DooumentlmagePre-Proces幻｢:読み取りひずみ補正処理)

DICEP(Doc〕mentlmageCompression巨xpa[S加Processor:2値画像符号･復号処郵

VLSl化ファクシミリの機能ブロック図

9.6

kbps

ファクシミリの普及に伴い,多機能高速機のコストパ

フォーマンス改善に対する要求は一段と多様化している｡

中でも伝送時間の短縮,通信の信頼性向上などの基本機

能の高度化と定時送受信,同報,親展通信などに対する

操作性の改善が強く望まれている｡

こうした要求にこたえるため,ファクシミリの基本機

能を高速で実現する2種類のⅤⅠ5Ⅰ(DIPP:読み取りひず

み補正処理,DICEP:符号･復号処理)を中心に,下記の

特長をもつ次世代機用基本アーキテクチャを開発した｡

(1)従来(国際標準G3規格)機に比べ情報量圧縮効率が

ほぼ2倍の次世代(G4規格)機用符号化処理と読み取り

信号処理の高速化とによって,伝送速度9,600ビット/秒

での理論限界に近い9秒伝送(A4サイズ日立標準原稿)

を達成した｡

(2)上記専用VLSIと制御用マイクロコンピュータとの機

能分担を最適にした分散処理アーキテクチャにより,電

話網での伝送エラーを効率のよい再送によって回復する

誤り再送機能,夜間の定時送受信や自動あて先指定の操

作性を改善する簡易な手書き数字認識(OCR)機能を実現

した｡

HITAC新オフィスコンピュータシリーズの拡大とエンハンス
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HITAC L-70/55オフィスコンピュータ

オフィスでの定形業務や経営資料作成など多種･多様

な事務処理を統合処理する部門コンピュータのニーズに

こたえ,HITACL-70,50,30オフィスコンピュータシ

リーズのエンハンスを行ない,使いやすさ,柔軟なシス

テム構成,高速応答性を実現した｡

(1)L-70シリーズ上位機は32ビット高性能CPU,2Gバ

イト大容量ディスクを備え,大規模システムの構築,大

量データの高速処理が可能である｡

(2)L-70用オペレーティングシステムMIOS7では,リレ

ーショナル形データベースと対話形簡易言語eDATAを用

い,プログラムレスでファイルの更新,検索が可能である｡

(3)パーソナルコンピュータ機能も兼ね備える最下位機

L-30システムは単独での処理と同時に,上位機(L-70,50)

のワークステーション機能をもち,上位機との分散処理

が可能である｡また,上位機の追加導入によりシステム

規模の拡張を容易に行なうことができる｡

(4)中央計算機～Lシリーズオフィスコンピュータ～ワー

クステーション(L-30)間の多様なネットワーク接続によ

り,業務規模に応じたシステムを構成できる｡
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2文字サイズ熱転写プリンタ

2文字サイズ熱転写プリンタ"p十10Ml”

ノ'
J二卜

墓′

10in棟(PT-10Ml)と15in機(PT-15M)の2機種を開

発した｡主な特徴を次に述べる｡

(1)2文字サイズ専用サーマルヘッドにより,10.5ポイ

ント,12ポイントの2種類の文字サイズを各行ごとに選

択印字が可能である｡

(2)同一の印字ヘッド上に二組みの熟素子列(各24素子)

を千鳥状に設けた2文字サイズ専用サーマルヘッドによ

り,縦線幅と横線幅のアンバランスを改善し,更にきめ

細かな熟管理により,2文字サイズいずれでも高印字品

質を実現している｡

(3)交換の容易な使い捨てカセット,リボンを節約する

スキップ機能,印字途中でリボン終了となった場合の継

続印字機能,セミオートローディング機能など,使いや

すさを追求した機能設計となっている｡

(4)ASF(オートシートフィーダ)をオプションとしてサ

ポートしており,幅広い用途に対応できる設計になって

いる｡

対話形イメージターミナル"lM-50”

キヒテ丁子･i

韓 高相紬

一三埋け■..フ `

=-∴十弓.■1,F三､

教書 訓纏 綿芋‾∫1弓､- てこ戸■■1▼

大容量画像ファイルである光ビデオディスクと情報検

索を得意とするパーソナルコンピュータとを組み合わせ

た対話形の画像情報装置で,教育,訓練,販売など幅広

一･山だ

済 ∵
_
野
凱
削
苧
J対話形イメージターミナル州-50

い分野での利用が期待される｡本装置の特長は次のとお

りである｡

(1)本装置の最大特長である高精細処理機能により,通

常のNTSCテレビジョン信号を媒体としながら,クロス

カラー妨害やドットクロール妨害のない,60Hzノンイン

タレース走査によるちらつきのない高精細な画像を表示

する｡

(2)光ビデオディスク両面で,静止画だけで2万7,000枚,

動画だけで60分の画像を対話形で検索表示ができる｡

(3)パーソナルコンピュータからの文字･図形を光ビデ

オディスクからの画像に重畳して表示(スーパーインポー

ズ)できる｡

(4)スタンドアロンとして使用できるほか,オプション

のHDLCループインタフェースカードにより,最大254台

のIM-50をホストコンピュータに接続できる｡

(5)IM-50を動作させるプログラムの作成を容易にする言

語(CAI言語)を用意した｡これは光ビデオディスクの制御

やHDLCループの制御をプログラム作成者が意識しない

で実行できる命令をもつもので,ユーザーのプログラム

作成をいっそう容易にしている｡
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58形背面投写形高精細ディスプレイ

会議室規模の広さの明るい部屋で,複数の人が同時に見

ることのできる黒板サイズの高精細投写形ディスプレイを

開発した｡

58形背面投写形高精細ディスプレイ

会議用,教育用などの業務用分野で,複数の人が同時

に見ることのできる大画面ディスプレイが求められてい

る｡この種のディスプレイは,手元の書類が十分判読で

きる照明環境の中でも鮮明な画像が映し出せるようなコ

ントラストが高く,かつ高精細画像を表示できるものが

必要である｡本棟は,こうしたニーズを満たすもので,

既存の前面投写形では不十分であった,コントラスト及

び振作性の改善が図られている｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)大画面で明るく,かつ文字･図形及び画像の高精細

表示が可能である｡

白ピーク輝度 ‥･…‥‥‥…‥………･…………340cd/m2
解像度……約1,000ドット×1,000ライン

(2)周囲光の影響を受けにくい大形高精細ブラックスト

ライプリアスクリーンの採用によって,明るい照明下で

もコントラストの高い高精細表示が可能となった｡

コントラスト比･･…･60:1以上

(3)会議室の片開きドアを通して移動が可能で,据付調

整が簡単な背面投写形である｡

キャビネットサイズ……幅1.3×奥行0.9×高さ1.79(m)

なお,奥行は0,72mまで折りたたみ可能である｡

単操作のマスタックスムービー"VM-200”

〉HS標準カセット使用,軽量2.4kg,オートフォーカス,

フルオートホワイトバランス装備で,だれもが使える簡単

操作のVTR一体形カメラである｡

l
叫
Y才一一trr

触れ

巾取
･バ+9

屯

マスタックスムービー■■vM-ZOO''

VTRの普及率の上昇に伴い,ビデオマニアだけでなく,

一般の人にも手軽にビデオ撮りを楽しみたい人たちが増

えてきている｡この需要をねらった製品が,｢だれにでも

使える簡単操作+のVTR一体形カメラ,マスタックスム

ービー"VM-200”である｡

だれにでも使える簡単操作を構成している本棟の特長

は,

(1)VHS方式で,標準カセット使用｡

(2)低照度の被写体でも確実にピントが合う,赤外線方

式のオートフォーカス｡

(3)光の質(色温度)の変化に追従して自動調整するフル

オートホワイトバランス｡

(4)ワン,ツー,スリーの簡単録画操作〔(1)カメラモー

ドヘの切替,(2)電源ON,(3)録画スタートスイッチON〕

と,分かりやすい操作ボタン配置｡

(5)疲れない日立独自の肩乗せスタイルで,しかも2.4kg

と軽量｡

(6)高感度(最低被写体照度101Ⅹ)

などである｡これにより,幅広い年齢層にわたって手軽

にビデオ撮りを楽しんでもらえるようになり,好評を得

ている｡
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システムテレビPOSSIBJE”

A〉棟器,ニューメディア椴器とのシステムアップに対

応した高画質モニタ2機種と高機能チューナl機種を開

発し,POSS旧LEの愛称で発売した｡

ニューメディア時代を迎えて,AV機器,ニューメディ

ア機器とのシステムアップに最適なモニタの需要が増大

システムテレビ``possIBLE”

している｡この市場のニーズに対応して,高向質モニタ

(C2トEOl写真上段右),フィールドメモリ内蔵倍密度ディ

ジタルモニタ(C2トJOl写真上段左),高機能チューナ

(TTM-01写真下段左)をシステムテレビジョン``pOS-

SIBLE''として開発,製品化した｡主な特長は次のとおり

である｡

(1)RGBまでのシステム化で,操作性を向.r二(TTM-01)

(2)ダイナミックハイフォーカスシステムの開発で,フ

ォーカス性能を向上(C2トEOl,C2卜JOl)

(3)広帯域ビデオ回路の開発で,水平解像度500本を達成

(C21-EOl,C21-JOl)

(4)フィールドメモリの採用で,ラインフリッカ(ちらつ

き)を軽減し,内面フリーズ(静止)機能,垂直エンハンサ

(輪郭強調)機能を実現(C21-JOl)

(5)スピーカー入力端子の搭載,スピーカー共用システ

ムの開発で,機能性を向上(C21-EOl)

(6)豊富な入出力端子を装備し,システムアップが可能

(TTM-01,C21-EOl,C21-JOl)

(7)時計表示,番組予約,オフタイマ,お知らせタイマ,

チャネルリターン機能をカラーでディジタル内向表示‾叶

能(TTM-01,C21-EOl,C21-JOl)

t■■■

■ビジネス向け定形業務用簡易言語OFIS/

FORM

OFIS/FORMは,口紅パーソナルワークステ

ーション2020用に開発したものである｡特長と

しては,(1)特別の知識がなくても伝票処理など

の開発が可能,(2)台帳管理にRDB(リレーショ

ナルデータベース)を採用,(3)OFIS/Ⅰ)OLの表

データ利用,などがある｡

■普及形レーザビームプリンダ■sJJOO''

OA用小形プリンタとして高速(10枚/分),高

精細(知0ドット/インチ)で,消耗品の長寿命カ

ートリッジ化(2万5,000枚),排紙のページぞろ

え機能などの特長をもつ普及形レーザビームプ

リンタを開発した｡

■高機能同報ファクシミリ"HF6川0''

1匝lの操作で多数の端末へ送信する同報機能

を強化したものである｡G3,G2,MFlファ

クシミリ混合ネットワークへの同報,送信端末

からのデータをいったん蓄積し,このデータを

複数へ送信する中継同報が可能である｡

■675A】プロッタ

高速(500Im/s)･高精度の普及形8ペンプロ

ッタを開発した｡2種類の作図コマンド系と漢

字･製図記号書きを標準装備し,800kバイトの

外部メモリが付加できる｡各種CADの出力用と

して,広い用途が期待される｡

■16ビットパーソナルコンピュータ竺立B16/ZH

日立製作所と中華人民共和国鉄道部科学研究

院との技術合作によって,本格的な中文処理機

能をもつ16ビットパーソナルコンピュータイ巨立

B16/ZHを開発した｡本棟では発音や字形による

中文の入力機能のほか,各種中文簡易言語も共

同開発し,中国のOA化に大きく貢献している｡

■フル画面表示液晶のポータブルパーソナル

コンピュータ"B16/+CX”の開発

輸出対応の16ビットポータブルパーソナルコ

ンピュータB16/LCXを開発した｡640×200表示

卜■∈【L,巨≦し

675Alプロツタ

の大形液晶を搭載し,キーボードを分離‾可能に

するととい二使い勝手の良いレイアウトを採用

L7こ｡多くの市販のIBM※)用ソフトウェアを浦

田できる｡

※)IBMはIntemationd Business Machines

Corporationの商標である｡

■高精細化装置

現行のNTSC方式の映像イ言号をフレームメモ

リを用いたディジタル画像処理技術によって,

高精細化する装置を開発した｡教育用.人両面

ディスプレイ用など,きめ細かな画像が要求さ

れる分野に最適である｡

■通信パーソナルコンビューダ`MB-Sl/15,4511

通信ソフトROMの内蔵によって,電源ON後

通信開始のキー選択だけで自動ダイヤル,自助

接続できるなど操作性の向上を図った通信パー

ソナルコンピュータである｡国内外の主要パー

ソナルコンピュータネットワーク,商用データ

ベースにアクセスできる｡

■CD-ROMドライブ装置

コンピュータの補助記憶装置として利用可能

なCD-ROMドライブ装置を開発した｡直径12cm

の光ディスク(読み出し専用)の容量は550Mバイ

トである｡電子辞典,特許･図書･医療情報検

索装置,教育機署旨などに応用できる｡
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